
Ｈ28年度　国保決算(億円)

種類 収入 支出

保険税 43.7
国支出 39.1
県支出 10
交付金 110.1
繰入他 12.8
給付費 134.3

支援納付等 81.3
合計 215.7 215.6

現金貸し付け事業実績
生活福祉資金 小口無利子貸付

年度 人数 金額（万円） 件数 金額（万円）

Ｈ２６ 111 2,553 76 251
Ｈ２７ 115 3,484 86 258
Ｈ２８ 102 3,296 78 272

　　　　　Ｈ2８年度一般会計決算認定　討論概要

会派等名称 議員数 賛否 主な反対賛成理由（指摘事項） 今後の方向と金額

佐倉市民オ
ンブズマン

1 ×
車通勤費が国、県より高額なので反対
過労死レベル超の時間外労働があり反対

車通勤費は来年度から
約2,900万円減額

さくら会 13 ×
地域まちづくり協議会補助金不適正、支出根
拠あいまいであり反対。根本的見直しを

1014万円のうち３,２４０
円返還見込

公明党 4 ×
地域まちづくり協議会補助金不適正で反対。
使い勝手に留意し改善を

1014万円のうち３２４０
円返還見込

のぞみ 2 ○
事務錯誤の防止、不登校対策、病児保育稼
働率増、観光資源活用を要望し賛成

市民ネット 3 ×
マイナンバー制度、八ッ場ダム、ワクチン接
種、臨時給付金、用務員採用方法に反対

共産党 2 ×
マイナンバー制度、八ッ場ダム、図書館司書
少ない、用務員採用方法に反対
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１頁 Ｈ28年度決算概要

子育て世代包括支援センター
国保税の上限は高所得者優遇
なぜ、一般会計は否決か
まちづくり協議会の会計

２頁 議会概要
無会派議員４名も活用しよう
職員採用採点原本は保存へ
市職員人件費は時間４千円超
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佐
倉
市
Ｈ
28
年
度
決
算

一
部
不
認
定

「
Ｈ
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
」
は
、
９
月
の
市
議
会
で
賛
成
少
数
の
た

め
不
認
定
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
手
数
料
（
住
民
票
等
）
、
使
用
料
（
施
設

等
）
は
改
正
議
案
可
決
で
年
額
約
２
千
２
０
０
万
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す

（
裏
面
参
照
）
。
決
算
等
に
よ
る
佐
倉
市
の
実
情
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
過
労
死
レ
ベ
ル

超
の
残
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｈ
28
年
度
に
お
い
て
は
、
月
80

時
間
以
上
が
、
実
人
数
で
１
０
９

人
、
月
１
０
０
時
間
以
上
が
同
４

７
人
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
に
お
い
て
も
、
あ
る
課
の

複
数
職
員
は
５
ヶ
月
間
の
平
均
が

90
時
間
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
深

刻
な
状
態
で
あ
る
。

地
方
公
務
員
に
は
労
基
署
が
介

入
せ
ず
、
公
平
委
員
会
も
本
人
か

ら
の
申
し
出
が
な
い
と
動
か
ず
、
歯
止

め
の
な
い
よ
う
な
状

態
で
あ
る
。
療
養
休

暇
に
入
っ
て
い
る
人

も
お
り
非
常
に
心
配

な
状
態
で
あ
る
。
早

急
な
改
善
を
求
め
た
。

なぜ、一般会計決算は否決されたか？市職員の残業は過労死レベル超

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、

「
市
民
協
働
の
推
進
条
例
」
（
２
０
０

７
年
施
行
）
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
市

内
に
14
団
体
が
あ
る
。
条
例
の
目
的
は
、

市
民
協
働
に
よ
る
自
治
運
営
を
推
進
す

る
と
な
っ
て
い
る
。

同
協
議
会
は
市
内
の
各
小
学
校
区
域

を
基
本
単
位
と
し
て
、
自
治
会
等
団
体

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
申
請
に
よ
り

年
額
各
最
大
90
万
円
の
交
付
金
が

出
る
。
各
団
体
が
安
全
、
防
犯
、

環
境
、
見
守
り
、
街
づ
く
り
等
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

未
組
織
地
域
も
６
地
域
程
度
あ
る
。

議
会
で
問
題
視
さ
れ
た
会
計
は
、

①
市
役
所
、
消
防
関
係
へ
の
謝
礼

菓
子
代
（
６
千
円
＋
税
）

②
講
師
料
（
２
千
円
）

の
代
筆
領
収
書

③
テ
ン
ト
の
名
入
れ

代
金
（
３
万
円
）

④
太
鼓
の
修
理
代
（
８
万
円
）

等
で
あ
る
。
今
後
、
菓
子
代
の
市
役
所

分
は
返
還
さ
れ
る
見
込
み
。
そ
の
他
は
、

支
出
の
妥
当
性
を
調
査
中
で
あ
る
。

（
ま
と
め
）
市
民
協
働
は
、
市
民
が
自

主
的
に
活
動
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

発
足
し
た
新
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
監
査
な
ど
は
十
分
に
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
る
こ
と
へ
の
考
慮
も
必
要
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。

問題視された地域まちづくり協議会の会計

Ｈ
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
概
要

①
歳
入

市
税
（
２
３
９
億
円
・
全
体
の

50
・
4
％
）
）
は
主
に
固
定
資
産

税
が
増
加
（
1.9
億
円
）
し
全
体
で

は
1.3
億
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
更
に
法
人
市
民
税
、
た
ば

こ
税
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

②
歳
出

民
生
費
（
１
８
７
億
円
）
は
14

億
円
増
と
な
っ
た
。
今
後
も
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
で
増

加
が
考
え
ら
れ
る
。

③
実
質
単
年
度
収
支

実
質
的
収
支
は
、
11
億
7
千
万

円
の
赤
字
と
な
り
、

12
年
ぶ
り
に
赤
字

と
な
っ
た
。

④
そ
の
他

☆
人
件
費
は
、
車
通
勤
費
、
時
間

外
手
当
等
が
高
く
県
内
第
３
位
の

平
均
給
与
と
な
っ
て
い
る
。

☆
過
労
死
レ
ベ
ル
超
の
時
間
外
労

働
を
し
て
い
る
職
員
が
１
０
０
人

以
上
も
お
り
、
緊
急
課
題
で
あ
る
。

休
職
者
10
人
、
療
養
休
暇
取
得
者

は
29
人
に
達
し
て
い
る
。

☆
非
正
規
職
員
と
正
規
職
員
と
の

格
差
（
４
倍
程
度
）
是
正
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

☆
事
務
処
理
の
過
誤
（
２
年
で
６

件
）
防
止
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

☆
個
人
情
報
関
係
で
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
秘
密
漏
え
い
、
費

用
等
が
今
後
も
危
惧
さ
れ
る
。

Ｈ
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
な
ど

市
内
４
か
所
）
は
、
子
育
て
全
般
に

関
す
る
相
談
を
行
い
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際
に

保
健
師
が
面
談
を
全
員
に
行
っ
て
い

ま
す
。

母
子
保
健
法
で
は
、
「
妊
娠
し
た

者
は
、
速
や
か
に
市
町
村
長
に
届
け

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
市

町
村
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
母
性
の
尊
重
、
乳

幼
児
の
健
康
増
進
、
国
、
地
方
自
治
体
の

責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
が
力
を

入
れ
て
い
る
事
業

で
す
の
で
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

子育て世代包括支援センターの活用

通
常
、
納
税
額
に
は
上
限
が
無
い
。

つ
ま
り
、
税
率
に
従
い
所
得
等

に
応
じ
て
納
税
を
す
る
。

し
か
し
、
国
保
会
計
に
は
納

税
額
に
上
限
が
あ
り
、
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
上

限
廃
止
な
ら
佐
倉
市
で
は
収
入

が
３
億
９
千
万
円
も
増
え
る
事

が
藤
崎
の
決
算
委
員
会
質
問
で

判
明
し
た
。
Ｈ
28
年
度
の
税
収

入
は
43
億
円
で
、
保
険
給
付

（
医
療
）
は
１
３
４
億
円
で
あ

り
、
91
億
円
も
不
足
し
て
い
る
。

そ
の
不
足
分
は
、
国
、
県
、
市
、

各
健
保
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ

て
い
る
（
左
表
参
照
）
。

中
で
も
、
市
か
ら
は
法
定
外
繰
入

（
特
別
補
て
ん
）
と
し
て
５
９
０
０

万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
前
年
度

か
ら
の
繰
越
等
を
差
し
引
く
と
年
度

で
は
２
・
２
億
円
の
実
質
赤
字
で
あ
っ

た
。
高
額
所
得
者
が
上
限
な
く
納
税

し
て
、
３
億
９
千
万
円
が
増
収
と
な

れ
ば
国
保
財
政
は
黒
字
化
す
る
。

な
お
、
保
険
税
の
上
限
は
今
年
度
、

合
計
89
万
円
（
税
率
9.5
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

税
に
上
限
を
定
め
る
例
は
ま
れ
で

あ
り
、
法
律
の
改
正
が
望
ま
れ
る
。

高
所
得
者
優
遇
策
で
あ
り
是
正
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

国民健康保険税の上限は高所得者優遇

一緒に市政にも取り
組みましょう。

オンブズマンとは「行

政苦情の解決や行政の適
正運用、人権保護のため
に行動する人」です。

各種の御相談は下記連
絡先にどうぞ。一緒に活

動できる方を募集してい
ます。ご連絡をお待ちし

ています。

市
で
は
、
困

窮
者
向
け
に
現

金
貸
付
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
、
必

要
に
応
じ
て
利

用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

表
の
如
く
、
多

く
の
方
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

現金貸付制度の利用状況

佐倉市民オンブ
ズマンのメンバー
募集中です。



議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 （ 青 字 は 否 決 さ れ た 議 案 ） 可 決 数

H 2 8年 度 決 算 市 長 9
一 般 会 計 、 国 民 健 康 保 険 、 介 護 保 険 、 後
期 高 齢 者 医 療 、 水 道 事 業 、 下 水 道 事 業 他

8

補 正 予 算 市 長 4

Ｈ 2 9年 度 一 般 会 計 （ 歳 入 歳 出 と も 9. 8億
円 。 財 政 調 整 基 金 3. 5億 円 繰 入 減 、 同 積
立 6億 円 、 他 ） 、 国 民 健 康 保 険 、 介 護 保
険 、 下 水 道 事 業

4

条 例 改 正 市 長 16

手 数 料 条 例 、 育 児 休 業 条 例 、 一 般 職 給 与
条 例 、 使 用 量 等 改 正 （ コ ミ セ ン 、 消 費 生
活 セ ン タ ー 、 地 域 福 祉 セ ン タ ー 、 青 少 年
セ ン タ ー 、 市 民 体 育 館 、 青 少 年 体 育 館 、
市 民 音 楽 ホ ー ル 、 美 術 館 、 武 家 屋 敷 、 旧
堀 田 邸 ・ 順 天 堂 記 念 館 ・ 武 家 屋 敷 、 農 村
集 会 施 設 、 廃 棄 物 処 理 、 都 市 公 園 ）

16

契 約 締 結 市 長 3
草 笛 の 丘 耐 震 ・ 建 築 改 修 、 街 灯 Ｌ Ｅ Ｄ ,
岩 名 運 動 場 ト ラ ッ ク

3

一 部 事 務 組 合 市 長 1 総 合 事 務 組 合 の 軽 自 動 車 税 の 申 告 書 受 付 1

人 事 市 長 3
教 育 委 員 の 任 命 、 人 権 擁 護 委 員 の 推 薦
（ 諮 問 ）

3

請 願 市 民 3
核 兵 器 禁 止 条 約 批 准 ・ 締 結 、 再 生 土 埋 め
立 て 被 害 、 再 生 土 埋 め 立 て 工 事

1

意 見 書
（ 請 願 分 は 含 ま

ず ）
議 員 7

小 中 学 校 プ ロ グ ラ ミ ン グ 必 修 化 、 食 品 衛 生 管
理 の 国 際 標 準 化 、 北 朝 鮮 と 米 国 の 直 接 対 話 を
求 め る 、 米 の 価 格 下 支 え 制 度 を 求 め る 、 社 会
保 障 の 削 減 を や め る 、 国 保 都 道 府 県 化 に よ る
保 険 料 を 値 上 げ し な い 、 働 き 方 法 案 の 慎 重 審
議 を 求 め る

2

　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

斉
藤
議
員

議 員 数 （ 合 計 2 8名 ） 2 8 1 1 3 4 2 3 2 1 1 1

① Ｈ 2 8年 度 一 般 会 計 決 算 認 定 △ × × × ○ × × × × ×

② 手 数 料 条 例 改 正 ○ × ○ ○ ○ × × × × ○

③ 使 用 料 等 改 正 （ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
タ ー 、 地 域 福 祉 セ ン タ ー ）

○ × ○ × ○ × × × × ○

④ 使 用 料 等 改 正 （ 市 民 体 育 館 、 音 楽
ホ ー ル 、 美 術 館 ）

○ × ○ ○ ○ × × × × ○

⑤ 使 用 料 等 改 正 （ 都 市 公 園 ） ○ × ○ ○ × × × × × ○

⑥ 各 兵 器 禁 止 条 約 の 批 准 ・ 締 結 △ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

　　　　規制開始年月
自治体名 届出 禁止
白井市 Ｈ28．9月
栄町 Ｈ28．9月
酒々 井町 Ｈ28．9月
成田市 Ｈ16．3月
四街道市 Ｈ27．4月
印西市 Ｈ29．4月
八街市 Ｈ29．7月
富里市 　　　　未規制
佐倉市 　　　　未規制
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議員 藤崎 良次

編
集
後
記

衆
議
院
選
挙
が
終
わ
り
、
自

公
が
３
分
の
２
以
上
を
獲
得
し
、

焦
点
は
憲
法
改
正
と
思
わ
れ
る
。

自
民
党
の
政
策
は
、
「
児
童

福
祉
・
教
育
の
無
償
化
」
を
進

め
る
か
ら
「
憲
法
改
正
」
を
さ

せ
て
欲
し
い
と
の
取
引
を
求
め

て
い
る
よ
う
だ
。

佐
倉
市
で
は
1
年
半
後
に
市

長
選
が
待
っ
て
い
る
。
「
箱
物

行
政
」
を
進
め
る
か
ら
「
教
育

勅
語
」
を
取
り
入
れ
て
欲
し
い

等
の
取
引
が
提
案
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。

有
権
者
は
将
来
を
し
っ
か
り

見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
議
会
改
革
推
進
委
員
会
」
及
び
「
会

派
代
表
者
会
議
」
に
無
会
派
議
員
活
用
の

文
書
を
無
会
派
３
人
の
連
名
で
提
出
し
た
。

し
か
し
、
賛
成
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
議
員
活
用
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

４
人
も
い
る
無
会
派
議
員
か
ら
も
意
見

を
出
さ
せ
（
活
用
し
）
議
会
運
営
を
す
べ

き
と
思
う
。
委
員
長
や
議
長
に
そ
の
気
は

な
く
残
念
だ
。
４
人
も
の
議
員
を
活
用
し

な
い
の
は
、
税
金
の
無
駄
使
い
に
な
る
と

思
う
。
会
派
と
い
う
「
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー

ル
」
を
使
っ
て
「
議
員
の
活
動
制
限
」
を

す
る
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
・

ル
ー
ル
は
活
性
化
策
で
あ
る
べ
き
だ
。

無会派議員（４名）も活用しよう

山
梨
県
の
山
梨
市
で
は
、
職
員
採
用
に

お
い
て
不
正
（
点
数
改
ざ
ん
）
指
示
が
あ

り
、
市
長
は
辞
任
し
た
。
佐
倉
市
で
は
、

点
数
の
改
ざ
ん
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

面
接
の
採
点
原
本
を
佐
倉
市
で
は
保
存

せ
ず
、
試
験
年
度
内
に
廃
棄
し
て
い
る
。

保
存
す
る
よ
う
に
何
度
も
求
め
て
き
た
。

山
梨
市
の
例
が
あ
り
、
来
年
度
は
や
っ
と

保
存
す
る
方
向
で
あ
る
。
文
書
の
保
存
は
、

行
政
の
適
正
を
証
す
る
た
め
に
必
要
。

「
加
計
学
園
」
等
の
問
題
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

職員採用採点原本は保存の方向へ

「
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
」

今
年
も
、
11
月
21
日
10
時
半
か
ら
市
民
音
楽

ホ
ー
ル
に
て
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
中
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
現
在
の
平
和

な
暮
ら
し
が
あ
る
の
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

方
々
の
お
陰
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
理
由
は
な
ぜ
か
と
考
え
る
と
、

「
戦
争
推
進
者
は
多
く
の
戦
争
犠
牲
者
が
出

て
、
そ
し
て
戦
争
を
終
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

す
な
わ
ち
、
多
く
の
戦
争
犠
牲
者
が
そ
の
死

に
よ
っ
て
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
」
と
言
え
ま

す
。

も
し
、
戦
争
が
続
き
私
た
ち
の
父
母
や
祖
父
母

が
死
ん
で
い
た
な
ら
今
の
私
た
ち
は
生
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

今
生
き
て
い
る
人
々
は
、
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た

犠
牲
者
の
お
陰
で
生
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
戦
没
者
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
現
在
、
平
和

に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
民
間
人
被
害
者
の
補
償
も
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
条
約
（
１
９
５
１
年
）
に
お
い
て
、
Ｂ
29
な

ど
に
よ
る
爆
撃
等
の
損
害
賠
償
、
戦
後
補
償
を
放

棄
し
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
補
償
は
日
本
政

府
が
行
う
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦没者と平和の理由を考える

佐
倉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
に
は
、

「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
あ
り
、
佐
倉

市
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
、
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
活
用
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ベ

ン
ト
が
表
示
さ
れ
便
利
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
活
動
に
つ
い
て
も
、
「
市
民
活
動
情

報
リ
ン
ク
集
」
が
作
ら
れ
、
各
活
動
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
佐
倉
市
内
の
活
動
（
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
が
良
く
見

え
る
。

市ＨＰイベントカレンダー活用へ

市
内
神
門
地
区
に
再
生
土
が

埋
め
ら
れ
悪
臭
被
害
等
が
出
て

お
り
、
請
願
が
提
出
さ
れ
た
。

印
旛
管
内
で
は
、
左
表
の
如

く
規
制
が
進
ん
で
い
た
が
、
佐

倉
市
は
未
規
制
で
あ
っ
た
た
め

埋
め
立
て
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

早
期
の
規
制
と
現
状
の
改
善
が

必
要
だ
。
市
は
、
「
再
生
土
埋

立
て
原
則
禁
止
」
の
方
向
だ
。

再生土（産廃を中間処理したもの）埋め立て問題

議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
Ｈ
28
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

藤
崎
は
次
の
理
由
等
で

反
対
し
た
。

★
職
員
車
通
勤
手
当
が
県

基
準
よ
り
年
額
２
９
０
０

万
円
も
高
い
（
国
基
準
よ

り
３
７
０
０
万
円
も
高
い
）
。

こ
の
金
額
は
、
過
払
い
と

言
え
る
も
の
で
市
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
。

★
残
業
時
間
が
多
く
、
過

労
死
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

る
人
が
80
時
間
以
上
は
１

０
９
人
、
１
０
０
時
間
以

上
は
47
人
も
い
た
。
今

年
度
も
是
正
が
な
い
。

②
手
数
料
条
例
改
正

（
住
民
票
等
）

値
上
げ
目
的
で
は
な
い

と
言
い
な
が
ら
、
年
７
５

０
万
円
の
値
上
げ
に
な
る
。

③
使
用
料
の
改
正

（
コ
ミ
セ
ン
等
）

同
じ
く
、
値
上
げ
が
目

的
で
な
い
と
言
い
な
が
ら
、

使
用
料
全
体
で
１
４
４
０

万
円
の
値
上
げ
と
な
り
反

対
し
た
。
公
明
党
も
反
対
。

④
使
用
料
の
改
正

（
市
民
体
育
館
等
）

値
上
げ
と
な
り
、
反
対
。

⑤
使
用
料
の
改
正

（
都
市
公
園
）

プ
ー
ル
な
ど
の
小
中
学
生

料
金
も
50
％
値
上
げ
と
な

る
。
残
念
な
結
果
で
あ
る
。

（
そ
の
他
）
一
般
職
員
の

車
通
勤
手
当
は
、
来
年
度

か
ら
千
葉
県
並
み
に
改
正

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
長

期
間
の
要
求
（
藤
崎
）
が

や
っ
と
実
現
す
る
。

８
～
９
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会

市
長
か
ら
Ｈ
28
年
度
決
算
も
含
め
議
案
34
件
、
諮
問
２

件
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
、
一
般
会
計
決
算
認
定
１
件

が
否
決
さ
れ
た
。
請
願
は
３
件
。
議
員
提
出
議
案
は
意
見

書
７
件
が
提
出
さ
れ
た
。
（
左
下
表
参
照
）

市
職
員
の
人
件
費
単
価
が
提
出
さ
れ
た
。

手
数
料
、
使
用
料
の
計
算
過
程
で
、
一
分

あ
た
り
62
円
32
銭
と
算
出
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
年
間
２
０
１
５
時
間
勤
務
で
計
算

さ
れ
て
お
り
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
、
有

給
休
暇
も
働
い
た
こ
と
に
し
て
い
る
。

実
際
は
、
１
８
７
５
時
間
程
度
で
あ
り
、

年
休
を
引
く
と
１
７
２
０
時
間
と
な
り
、
一

時
間
単
価
は
４
３
０
０
円
程
度
に
な
る
。

一
分
あ
た
り
は
71
円
と
な
る
。
時
間
単
価

計
算
は
実
態
に
合
わ
せ
て
計
算
す
べ
き
だ
。

市職員人件費は時間４千円超

トピックス

質問動画サイト


